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脱水 す る と正中隆起部 の 貯蔵 は ほ と ん ど ゼ ロ に な り

同時に 副腎皮質が 肥厚す る か ら正中隆起部 の 神経分

泌物質が AGTH の 放出に 関連す る と 竜推論 で きる。

太 田 吉彦　連続発情 ネ ズ ミの 下垂 体 前葉 周 辺 部 に お

い て も中心部 に 細 け る 場脊 と ［“」様ic　PAS 陽 性細胞

の 増減がみ られ る か 。

川 島　連続発情処理 をされ た ネ ズ ミは 正常の もの と

量的 な ち が い は な い が，ス テ ロ イ ドの 量 をあ げ た 連

続非発情処理 ネ ズ ミで は 激減 し て い る
。

ウマ の 正 中隆起部に存在するホ ル モ ン 物 質

石居 進 ・小 林英司 （早大 ・教育・生物 ， 東大 ・JR・動物）

　ウマ の 正 中隆 起部に は 多量の 神経分 泌 物質が存在

す る こ とが ，組織学的 に 認 め られ る 。

一
方 ， ウ シ の

正中隆起部 の 神経分泌物質の 量 は ウ マ に 比 較 して は

る か に 少 な い
。

　 こ の 両種 の 正 中隆 起部 の vaseprcssor 　 activity を

新 鮮 組 織 重 量 当 りで 比 較 す る と，ウ マ は ウ シ の 十数

倍 に 当る 。 ま た CRF 　 activity に つ い て Saffran

and 　Schallyの 方法で 比 較す る と ，
こ の 場合 も ウマ

は ウ シの 十数倍 に 当 る。

　 ま た ウ マ に お い て ，vasopressor 　 activity 当 りの

CRF 　 activity を 正 中隆 起部 と神経 葉 に つ い て 比 較

す る と ， 正中隆起部 の 方 が 10 倍以 上 高い
。 し た が

っ て こ の 正 中 隆 起部 の CRF 　 activity は vasopres −

sink よ る もの で は な い 。

　 こ れ らの 結果 か ら ， 正 中隆 起部 の 神経分泌物質 は

CRF な らび に 神経葉 ホ ル モ ン 物質を 含ん で い る 可

能性が高 い と推論 さ札 る
。

神経性脳下垂体正 中隆起部 にある神経軸

　　　　索末端中の 顆粒群の 性質

　小 林 英司 ・上 村 晴 子 。太 田 吉彦

（東大 ・理 ・動 物，群 大 ・内分 泌 研 ）

　神経性脳下垂体正中隆起部は ，腺性脳 ド垂 体 の 機

能調 節 に 重 要 な役 割 を し て い る こ と が 最近明 らか に

され つ つ あ る 。 し か し ， こ れ まで の 方法 は すべ て 実験

形 態学的 な い し は 生 理 学的な方法 で あ っ た 。 著者等

は 正 中隆 起部の 微細構造の 研究お よ び そ の 部 IC存在

す る生 物学的活性物質を調べ よ う と した。そ の 結果

の
一

部として
， 正 中隆 起部 に は ，1） Gomori の AF

に 陽性 な大型神経分泌顆粒 と synaptic 　ves 三cle 様小

胞 を含 む 袖索末端，2） Gomori の AF 　l（ 陰性 な 小

型顆粒 （径 700− 1eOO　A ） と synaptic 　vesiclc 様小

胞 を 含 む 末端 ，
3） Synaptic　 vesicle 様小 a包の み を

含 む 末端な どが存在 す る こ と を知 っ た 。 大型 の 顆粒

は 後葉ホ ル モ ン 物質 を含み ，小 型 の 顆 粒 は Fuxe

（1964）の 結果 か ら考 え て カ テ コ
ール ア ミ ン を 含み ，

小 胞 は ，著者等 の ア セ チル コ リ ン 定量 の 結果 か ら考

えて ， ア セ チ ル コ リ ン を含 む もの と推定 さ れ る。要

す る に 正中隆起部 の 機能
一 ひ い て は 脳下垂 体の 機

能
一 K は adrenergic な書幾構 と ，　 cholinergic なも

の とが 関与 して い る と思 わ れ る。

発 生 （第 H 会場）

イボ ク ラゲ Cephea 　cephea の

　　　生活史 につ い て　 L

杉浦靖夫 （神奈川 ・三 崎高）

　分離 し た プ ラ ヌ ラか ら幼 ク ラゲ （最大個体 ， 傘径

45　ntm ） まk・を室内で 飼育 し ， 発生過程を同目の タ

コ ク ラ ゲ Mastigi ，as 　PaPrtaの そ れ と比 較 した 。 プ

ラ ヌ ラ は タ コ ク ラゲ の もの よ り活発で 付着 し に くい

の に 対 し，離 れ た 芽 は 母 体 の シ フ ィ ス トマ の 近 くに

付着す る 傾向が あ る 。 タ コ ク ラゲ と 同 じ く，ス トロ

ン に よ る 出芽 は し ない D ス トロ ビ レ
ー

シ ョ ン は 飼 育

水温上 昇 の 刺 激 で 行な わ せ 得 る。ス ト ロ ビ レーシ ョ

ン の 過程 は タ コ ク ラ ゲ の 場合 と殆 ど同様 で ，
monD −

discalで あ る 。
エ フ ァ イ ラ以 降 に つ い て 述ぺ る と，

色彩 は 傘径 4mm で 淡黄色 か ら半透明 に 変 り，逆

さ に 底に静．［Lす る こ とが多 くな る 。 消化循環 系 は タ

コ ク ラ ゲ と 同様 Inselbidung に よ り形成 さ れ ， 口 腕

の 発達 も初 期 は タ コ ク ラゲ と殆 ど同 じで あ るが ，先

端 が 2 翼 に 止 ま る 。 中央 口 は 傘 径 で 6tnrn 殆 ど閉

じ る o 中央の 4
， 先端 の 8 本 の 付属器 は 傘径 7− 8

mm 　で 出現 を始 め そ の 後 の 伸 長 が 目 立 つ 。次で 他

の 付属器形成 が 始 ま る 。

Poryclinidae （群体ボ ヤ）の

　　　 無 性生殖の 形式

中内光 昭 （高知 大 ・文理 ・臨 海 ）

Amarot ‘‘加 ’ 属 3 種 の 出芽 法を 06zooid か ら
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